
1 

 

令和５年７月 24 日 

公園利用についてのアンケート結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下、自由記述の回答（一部抜粋） 

もし公園に行きたくてもいけないとしたら、その理由はなんですか？ 

 障害児の子につきっきりになるので健常児のきょうだいも一緒に見れないため、親一人では連れてい
くのが難しい。 

 自閉症で遊び方が独特だったり、順番を待てなかったりするため、人が多い公園に行けない。 
 知らない子に興味を持ってしまう。変な独り言を言うため、周りに気を遣う。 
 滑り台が好きだが、お座りできないので親が重い子を抱えたり抱っこしたまま滑らせないといけない

のが大変だと思うと行きたいと思えない。 ただ屋外で日に当たりながら遊ばせたい気持ちはある。 

出席された委員の方が、実際に障がいのある子の保護者で、公園に行けない、まだ行ったこ

とがない方などを対象に、アンケートを実施されたもの。 
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 年齢より身体が小さく腕や足も細いので、ぶつかられたり押されると、転んだり倒れたりケガをする
ので、人が多いところでは遊びづらいです。 

 他の利用者が行う、危険な行動を誤って学習しそうで怖い。（立って乗る遊具ではないのに、他の子
が立って利用していたのを見て、同じようにしようとした。誤学習すると、修正するのが大変なので
困る。） 

 健常児が優先となってしまい遊べそうな遊具も遊びづらい/健常の子に気を遣わないといけない/遊具
を元気な子が独占していて使いにくい/他の利用者が激しすぎるし、親が注意しない。 

 

過去に公園で嫌な思いをしたことや困ったことがある場合、具体的に教えてください。 

 滑り台で階段をゆっくり慎重に登っていると、後ろがつかえて迷惑をかけた/登ったり降りたりする
ときに、「遅い」と言われることが多い。ゆっくり楽しめない。 

 抱っこで遊具に登ったり、滑ったりするとどうしても時間がかかってしまいます。後ろに居る子供た
ちはとても優しく待っててくれて有り難いですが、やはり申し訳ないなと思ってしまう。 

 障害児を抱っこして滑り台に乗りたかったが、階段が狭い、急で登れなかった。登れたとしても抱っ
こだと階段の足元もよく見えないのでヒヤヒヤした。 

 遊具で遊べないことや車椅子は周りの小さい子供にとって危ないため居づらく感じ、ほとんど行くこ
とがなくなった。 

 遊具はたくさんあるけど、そのなかで遊べるものが僅かだったとき残念だった。 
 子どもが小さいと大体の公園では遊べる遊具が少ない。 
 身体をしっかり支えてくれるブランコに乗りたいと思っても、健常の小学生が群がっていて順番がな

かなかこない。並んでいても健常児が列を守らずに横取りをする。 
 順番が待てず迷惑かけてしまう事が多々ある。 
 他の子に押されたり、押してしまったりした。 
 好奇な目でみられる/変な独り言を言うため、他の親や子どもたちに見られた。 
 自分の年が対象年齢を超えている遊具で遊びたがり、泣いて怒った。 
 活発な子供が多いとびっくりしてしまう。 
 小学生が遊具で鬼ごっこしていることがあり、何度も危ない経験をしました。 

 

どのようなソフト事業があれば公園に行こうと思いますか？ 

 気軽に助けを求められる環境ができている事業。 

 散歩コースにシャボン玉や、バイオリン弾き、きょうだい児に風船のお土産。 

 障害者だけの公園。 

 障害児が優先利用できる時間帯の設定/発達障害児のための時間帯/自閉症児のための時間帯 

 スタッフ常駐/男性保育士さんの常駐(きょうだい児の身体を動かす遊び相手)(自宅では障害児に配慮
し、中々身体を動かせない) / きょうだいもしくは障害児を見てくれるスタッフのサービス    
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 イベント/ 障害児も楽しめるイベント/ インクルーシブなイベント/体験型イベント/イベント時の支援
スタッフ/ハンデのある子だけではなく定型発達の子供たちと交流できるイベント 

 障害児や医療的ケア児やきょうだい児限定のイベントや施設。同じ境遇の子たちだと気を遣わない。
仲間がいるので、健常児ばかりの中に行くよりもハードルが下がる。（参加しやすい） 

 インクルーシブ公園の遊具のようなものが近くの公園で期間限定的にでも遊べるイベント。 

 

インクルーシブ広場（富山県空港スポーツ緑地） 利用された方向けに質問します。 
利用時に 他の方の視線・行動で気になることはありましたか？ 

 並んでいても譲ってもらえなかった。 

 じろじろ見られたり、あからさまに避けられたりする。 

 小さな子供が多く車椅子で遊具にはいるのが申し訳ない気持ちになりました。 

 ブランコの順番を待てずに暴れていた時に、白い目でみられた。 

 普通の子達もいっぱいいたので、いくら障害関係なくとも言われても、理解がなければ意味がない。
結局遠慮してしまう。結局普通の公園になっていると思います。 

 凄く活発に遊ぶ子が多すぎて危険。その子も我が子も怪我しないかハラハラする。ある程度自分で勝
手に遊べる子は親の目が行き届いていない。遊具の使い方が危険すぎる。立って遊ぶ砂場の上に乗っ
ていた子もいる。座って遊ぶ遊具に立って遊んでいる子もいて危ない。 

 インクルーシブ公園の遊具に乗っている横で、サッカーが始まり、ボールが何度も近くまで飛んでき
て危険で、乗れなくなった。 

 
インクルーシブ広場（富山県空港スポーツ緑地）に足りないものは何だとおもいますか？ 

 身体に障害のある子供は暑さに弱く陽射しを遮るものが少ないと感じた/ 一つ一つの遊具に日除け/日
陰と休憩所/屋根付きのベンチ/室内にして欲しい 

 ユニバーサルシート。 

 車椅子やバギーのまま遊べるものを増やしてほしい。 

 ふわふわドームや水遊びができる場があればもっといいと思います。 

 乗り物練習も兼ねて、コミュニティバスなどの駅からのアクセスが良くなるとよい。 

 一般の公園よりもハンディキャップのある子どもの利用が多いと思うので、危険な体勢で遊具で遊ん
だりなど、他の人の行動でハラハラせずに、安心して遊べるようにして欲しい。どうやって遊べば良
いかも教育できたら良い。 

 芝生の向こうに砂場があることを表示する看板が欲しいです/座って遊べる砂場 

 どのブランコをどこで待つのかはっきり分かりません。どれを待っているのか分かりやすくなるとい
いかもしれません。 

 障害者に対する理解度。健常児はいくらでも遊び場があるけど、こっちはなかなかないので、安心し
て利用するために障害者優先、または、障害のある子をもう少し多く利用出来るようにして欲しい。 


